
対象 小学校高学年以上 

教科 社会科 

該当

単元 

小学５年 

｢水産業のさかんな

地域｣ 

・沖合漁業の 

さかんな長崎漁港 

教科書 東京書籍等 
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問１：｢たきや漁｣や｢シラス漁｣は雄踏町にいつから続いているのでしょう。 

   (        )時代から 

問２：二つの漁はどのように行われているのでしょう。 

たきや漁(                              ) 

シラス漁(                              ) 

問３：シラス漁師の高部さんが話された｢苦労｣と｢喜び｣をまとめましょう。 

苦労(                                ) 

喜び(                                ) 

発展：ほかにはどんな漁の方法が 

あるのか調べてみましょう。 



【活用にあたって】 

 この単元のねらいの中に｢我が国の水産魚の様子に関わ

る関心をもち、水産業が盛んな地域の生産活動について意

欲的に調べること。水産業に従事している人々の工夫や努

力を理解すること。｣が示されています。それを、できるだ

け地元の水産業に注目して学ぶことに、この学習の真意が

あると思います。 

教科書では｢遠洋｣と｢沖合｣と｢つくり育てる漁業｣という

扱いですが、この記事は｢沿岸漁業｣を取り上げていること、

浜松特有の｢たきや漁｣を取り上げていること、それらの点

からも、いつもより広く深い学びが期待できると思います。 

解答例  問１ ： 明治 

問２： 

たきや漁(船の上から水中で浅瀬を照らしてもりで突く) 

シラス漁(二艘一組で網を引き、水揚げして氷で冷やす) 

問３： 

やりがい(船で見る朝焼けは何度見てもきれいなこと) 

苦労(船は波で大きく揺れる。今年は悪天候が多く、 

何度も船酔いしたこと) 

発展 ：遠洋トロール漁 ・ はえ縄漁 ・ 底曳き網漁・

定置網漁など 


